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【対象】2006-2012年のサマーキャンプ参加の 1型糖尿病患者 221 名を対象とした。 
【方法】日常生活およびキャンプ中の 1日基礎インスリン量（TBD; Total Basal Insulin Dose）、イ




【結果】対象者 221名は年齢中央値 12 (9-16) 歳、男 90名、女 131名、HbA1c 中央値 7.6 (6.9-8.5)％、
頻回注射療法 79名、持続皮下インスリン注入療法 142名、日常生活での TBDは 16.0 (10.4-22.0) 単














 2006 ｰ 2012 年のサマーキャンプ参加の 1 型糖尿病患者 221 名を対象に、日常生活およびキャンプ
中の 1日基礎インスリン量（TBD; Total Basal Insulin Dose）、インスリン/カーボ比(ICR; Insulin 
to Carbohydrate Ratio)の比較を行った。TBDはキャンプ初日の眠前血糖値が良好な 102名を対象と
し、ICR はカーボカウントを実践している 93 名を対象とし、日常生活における TBD と朝食、昼食、
夕食時の ICR をそれぞれ比較した。また、27 名を対象に日常生活とキャンプ中の身体活動量を比較
した。 
 対象者 221名は中央年齢 12 (9-16) 歳、男 90名、女 131名、中央 HbA1c 7.6 (6.9-8.5)％、頻回
注射療法 79 名、持続皮下インスリン注入療法 142 名であった。TBD は、年齢、性別、治療法に関わ




 キャンプ中の TBD は、身体活動量の増加に伴い日常生活の TBD の 80％に減量が必要であった。一
方、ICRは減量の必要が無く、カーボカウントの計算による追加インスリン量は日常生活と同量が必
要であることがわかった。 
 糖尿病キャンプ中の至適量として TBDは日常生活の 80％、ICRは日常生活のまま用いることが良好
な血糖値コントロールに必要であると考えられた。 
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 糖尿病キャンプ中の至適量として TBDは日常生活の 80％、ICRは日常生活のまま用いることが良好
な血糖値コントロールに必要であると考えられた。 
 本研究は、糖尿病サマーキャンプにおける TBDと ICRの至適調整方法を明らかにしたものであり、
糖尿病児のインスリン治療法の向上に寄与する点が大であると考えられた。よって本研究者は博士
（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
